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兵力は 1550 年代の 15 万人から 1590 年代には 20 万人，1630 年代には 30 万人に達し，そ
の維持費は財政を圧迫した（4）。結局，スペインはネーデルランドの独立を認めるのを余儀
なくされ，オランダが新たな国家として独立した（1609 年）。




イン国王フェリペ 2 世の妃）に代わる（1553 年）と，スペインとの結びつきを強めて旧













（3） PaulKennedy,The Rise and Fall of the Great Powers: Economic Change and Military Conflict from 1500－ 
to 2000,RandamHouse,NewYork,1987.p45-46.
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支配権をめぐり，三度にわたる戦い（英蘭戦争，1652-54 年，1665-67 年，1672-74 年）
に突入した（9）。英国はクロムウェル（1643 年に国王のチャールズ 1 世を処刑した後に共













（7） DavidRose,Elizabeth I: The Golden Reign of Gloriana,London,TheNationalArchives,2003,p61.




















　この結果，オランダは 18 世紀にも英国（1707 年にイングランド王国とスコットランド
王国が合同した）と戦った（1780-84 年）ものの，その開戦当初，軍艦を 20 隻しか保有





　フランスではルイ 14 世が即位（1643 年）すると，コルベール（大蔵大臣）が中心となっ
て海軍の強化に乗り出した。その結果，1661 年に 30 隻にとどまっていた軍艦の数は，









（12） 友清理士『イギリス現代史（下）』研究社，2004 年，158-177 頁。















































































（18） 米国の独立戦争については，JeremyBlack,War for America: The Fight for Independence, 1775-1783,
Palgrave,Macmillan,2001. を参照。
（19） ティムール帝国については，川口琢治『ティムール帝国』講談社，2004 年を参照。
（20） BeatriceForbesManz,The Rise and Rule of Tamerlane,Cambridge,CambridgeUniversityPress,1989,p
12-16.
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キプチャク汗国の軍隊に勝ち（1380 年），続いて，大公のイワン 3 世はキプチャク汗国か
らの自立を宣言して国内の基盤を固め（1480 年），ギリシャ正教会の首長を自認して皇帝

















　さらに，17 世紀の後半にピョートル 1 世（大帝）が即位（1689 年，1682-89 年はイワ

































（24） FredW.Bergholz,The Partition of the Steppe: Russians, Manchus, and the Zunghar Mongols for Empire 
in Central Asia, 1619-1758,NewYork,PeterYoung,p27.
（25） 土井恒之『ピョートル大帝とその時代　サンクト・ペテルブルク誕生』中央公論新社，1992 年，50 頁。
（26） ロシアによる戦争については，土井『ロシア・ロマノフ王朝の大地』講談社，2016 年を参照。
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ンス革命以前における欧州の状態を守る）にあった。
　しかし，欧州各国（スペイン等）が中南米に有した植民地は，米国の独立（前述）及び










































































（38） 君塚直隆『パクス・ブリタニカのイギリス外交―パーマストンと会議外交の時代』有斐閣，2006 年，186 頁。
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　この後，ロシアは南下政策の矛先を中央アジアに転じ，ボハラ汗国（現在のウズベキス
タン付近），ヒヴァ汗国（現在のキルギス付近），コーカンド汗国（現在のタジキスタン付
近）を制圧し（1868 年，1873 年，1876 年），清の新疆内にも支配地を広げた（イリ条約，
1881 年）。さらにアフガニスタンの国境近くまで侵入し，同地域からアフガニスタンの軍
隊を一掃した（1884-85 年）。これに先立つ同地域でのロシアによる勢力圏の拡大は，



























（39） ロシアの中央アジアに対する戦争は，岩間徹編『世界各国史 4　ロシア史』山川出版社，1979 年を参照。
（40） Ａ aronL.Friedberg,The Weary Titan: Britain and the Experience of Relative Decline, 1895-1905 ,
Princeton,PrincetonUniversityPress,1988,p220.


















 （2018.4.21 受稿，2018.6.8 受理）
（43） 義井『国際関係論（5 訂版）』南窓社，1979 年，42-43 頁。
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〔抄　録〕
　近世―19 世紀の国際政治において，英国は初の本格的な「海上大国」（太平洋，大西洋，
インド洋等の外洋を勢力圏下に置く）として，ロシアはモンゴル帝国に続く本格的な「陸
上大国」（ユーラシア大陸を極東，中央アジア，東欧まで勢力圏下に置く）として成立した。
そして両国は，勢力圏のさらなる拡大を図って（英国はユーラシア大陸等への植民地の拡
大，ロシアは外洋への支配領域の拡大）対峙し，互いを抑制しようと戦争を繰り返し，ま
た自らは直接参戦せずに他国・他地域間の戦争に介入した。その一方で，両国は，他国・
他地域間での戦争が国際政治を不安定化させる懸念のある場合及び両国に利益をもたらす
ような場合には，共同であるいは個別に介入して事態を収拾し，安定化を図った。
　しかし，このような勢力圏を拡大・維持するための戦争及び安全保障政策は，英露両国
にとって大きな負担となり，国力の低下をもたらした（それは，「海上大国」及び「陸上
大国」の座を目指したスペインや明も同様であった）。そして，そのことは，英露両国の
国際政治における指導者としての地位を脅かす要因となっていった。
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水野　均：近世―19 世紀の「海上大国」・「陸上大国」と戦争
